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研究成果の概要（和文）：東日本大震災に派遣された陸上自衛官に対して6年間のコホート調査を実施し、PTSD
へと発展するリスク要因を調べた。
PTSD症状の強いリスク要因となっていたのは、社会人口学的要因（自身が被災していること・高年齢）や、労働
環境要因（長期の派遣期間・派遣任務終了後の過重労働）であり、業務内容要因（遺体関連業務・被爆リスク業
務）が与える影響は、有意ではあったがそれ程大きなものではなかった。
今後の大規模災害対処においては、高年齢で自身が被災している隊員に配慮し、派遣期間や派遣任務終了後の過
重労働を適切に管理することにより、対処要員のPTSD症状を緩和できる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Question: What are the risk factors for developing post-traumatic stress 
disorder (PTSD) in a large 6-year cohort of first responders deployed to the 2011 Japanese 
earthquake/tsunami/nuclear disaster?
Findings: A strong association was found between PTSD and sociodemographic factors (i.e., disaster 
victim status, older age) and working conditions (i.e., deployment length, post-deployment
overwork), but professional disaster experience (i.e., body recovery, radiation exposure risk) was 
significant but modest.
Meaning: PTSD symptoms among first responders in mass disasters could be mitigated by respecting 
personnel with disaster victim status or old age as well as monitoring deployment length and 
post-deployment overwork.

研究分野：産業精神保健

キーワード： 大規模災害　First Responder　自衛隊員　PTSD　東日本大震災　複合型災害　放射線災害

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
災害は全世界が直面する問題であり、国家の安全保障に関わる重要な課題である。大規模災害が生じた際、初動
対処にあたる要員は甚大な惨事ストレスに曝される。その結果、初動対処要員にはPTSDをはじめとする種々の心
理的反応が見られ、深刻な社会的問題として知られている。本研究は、東日本大震災に派遣された陸上自衛官を
対象とした大規模コホート調査であり、今後災害対処にあたる隊員のメンタルヘルスを保護していく上で重要な
知見を提供するものであり、その学術的および社会的意義は大きいと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１．研究開始当初の背景 

日本に甚大な被害をもたらした東日本大震災において、政府は10万人以上の自衛隊員を被災地に

派遣した。災害救援業務は過酷な現場での活動を強いられ、その強大な心理的ストレスにより外傷後ス

トレス障害(PTSD)を患う者も少なからず存在する。外傷体験後6ヶ月から数年経過して発症する遅発型

PTSDが存在することが報告されており、初期にPTSD徴候を呈した者に対して継続的／長期的にスクリ

ーニングすることの重要性が提唱されている。遅発型PTSDの多くのケースにおいて、発症以前に何ら

かのPTSD徴候を呈していることは報告されているが、これらに関する実証的研究は少なく不明な点も多

い。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、東日本大震災に派遣された陸上自衛隊員を対象とし、派遣後の心的外傷反応

（PTSR: Post-traumatic Stress Response）を長期的に調査することにより、災害救援業務が長期的に与

える心理的影響及びその要因を明らかにすることである。 

 

３．研究の方法 

東日本大震災に派遣された陸上自衛官56388名の健康管理データ（派遣任務が終了して1ヶ月/6ヶ

月/12ヶ月後に調査を実施）に対し、毎年1度実施されるメンタルヘルス調査のデータを連結し、派遣後

6年間に渡るPTSRを縦断的に評価した。主要評価項目であるPTSRは、改訂出来事インパクト尺度

（IES-R：Impact of Events Scale-Revised）を用いて評価した。先行報告において、IES-Rが25点以上で

PTSDのリスクが高くなることが報告されていることから、これに該当する状態をhigh-PTSRと定義した。独

立変数として、社会人口学的要因（年齢・性別・階級・自身の被災の有無）、業務要因（遺体関連業務

や被爆リスク業務の有無）、労働環境要因（派遣期間・派遣終了後の長期休暇取得時期・派遣終了後

の過重労働の有無等）を投入した。データ欠損がなく、ベースラインとなる派遣後1ヶ月の調査において

PTSRが25点未満の隊員は51547名であった。これらの隊員に対してCox比例ハザードモデルを適応

し、high-PTSRの関連要因を分析した。 

 

４．研究成果 

6年間の累積high-PTSRは6.75%と推定された（カプラン・マイヤー推定）。high-PTSRへの影響が大き

な因子として、自身の被災（あり vs. なし; ハザード比【HR】=1.96; 95%CI; 1.72-2.24）、3ヶ月以上の派

遣（vs. 1ヶ月未満; HR=1.75; 95%CI; 1.52-2.03）、高年齢（≥46 vs. ≤25 years; HR=2.28; 95%CI; 1.79-

2.91）、派遣終了後の過重労働（3ヶ月以上継続vs. ほとんど無し; HR=1.61; 95%CI 1.39-1.87）が抽出

された。一方、遺体関連業務（あり vs. なし; ハザード比【HR】=1.19; 95%CI; 1.07-1.32）や被爆リスク業

務（あり vs. なし; ハザード比【HR】=1.18; 95%CI; 1.05-1.33）といった業務要因による影響も有意では

あったが、それ程大きなものではなかった。 

今後の災害においては、自ら被災している隊員や高齢の隊員に対して十分に配慮し、交代制等によ

る派遣期間の短期化に努め、派遣終了後は徹底した労務管理により過重労働を回避することにより、支



援者のPTSRを軽減できる可能性が示唆された。 
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